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コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、食
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
感
じ
て
い
ま
す
。「
医
食
同
源
」と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、健
康
で
あ
る
た
め
、生
産
方

法
や
生
産
者
、産
地
な
ど
に
こ
だ
わ
っ
た
質

の
高
い
食
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
た

証
し
で
し
ょ
う
。

学
校
給
食
へ
の
関
心
も
高
く
、広
島
市
は

２
０
2
1
年
9
月
、「
学
校
給
食
の
充
実
に

向
け
た
給
食
提
供
体
制
の
見
直
し
方
針
」

を
示
し
、残
食
率
の
高
さ
な
ど
が
課
題
の

（
Q
1
）「
選
択
制
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
」の

廃
止
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、安
佐
市
民
病
院
南
館
跡
地
に
、

「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」を
建
て
替
え
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
今
年
1
2
月
か
ら
設
計

開
始
予
定
で
、26
年
1
月
の
稼
働
を
目
指
し

ま
す
。１
日
最
大
1
2
，0
0
0
食
が
配
食

可
能
と
な
り
、安
佐
南
区
の一
部
と
安
佐
北

区
の
学
校
に
供
給
さ
れ
ま
す
。31
年
度
頃
に

は
、広
島
市
を
３
エ
リ
ア
に
分
け
て
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、全
市
的
に
デ

リ
バ
リ
ー
方
式
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
稼
働
ま
で
の
間
、デ
リ
バ

リ
ー
方
式
校
へ
の
対
応
と
し
て
、昨
年
度

か
ら
順
次
、保
温
性
の
あ
る
食
缶
で
配
食

し
て
い
ま
す
。今
年
度
か
ら
は
、自
校
調
理

校
か
ら
近
隣
の
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
校
へ
の

配
食
も
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
働
き
方
改
革
」に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、近
年
、物
量
的
な
豊
か
さ
に
加
え
、

生
活
の
質
の
向
上
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
様
に
、給
食
セ
ン
タ
ー
稼
働
後
は
、量（
配

食
数
）と
と
も
に
、質（
食
材
）の
向
上
も
求

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。例
え
ば
、有
機
栽
培

で
あ
っ
た
り
、地
産
・
地
消
で
あ
っ
た
り
と
、

安
全
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
が
重

要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
応
え
る
に
は
、

モ
デ
ル
校
で
有
機
栽
培
や
地
産
・
地
消
の

観
点
を
取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に

提
供
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。私
の
出

身
地・安
佐
南
区
川
内
は
広
島
菜
の
名
産
地

で
、川
内
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
４
０
年
ほ

ど
前
、農
家
に
話
を
伺
い
、給
食
で
食
べ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。「
食
育
」「
地
産
・
地
消
」

の
先
駆
け
で
し
ょ
う
。子
ど
も
の
頃
の「
味
」

は
有
形
無
形
の
財
産
で
あ
り
、郷
土
愛
を
育

む
き
っ
か
け
に
も
な
る
の
で
す
。

国
は
昨
年
、（
Q
2
）「
み
ど
り
の
食
糧
シ
ス

テ
ム
戦
略
」を
打
ち
出
し
、環
境
負
荷
を

抑
え
持
続
可
能
な
農
業
へ
の
転
換
に
乗
り

出
し
ま
し
た
。自
治
体
も
同
様
に
シ
フ
ト

し
ま
す
。図
ら
ず
も
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
一
連
の
拠
点
と
な
り

得
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

食
環
境
の
充
実
に
注
目

く
だ
さ
い
。

Q1～Q2は

政治信条や党派、政策などを同じくする議員の
集合体で、勉強会や視察、議決時などで行動をと
もにします。2023年9月1日現在、広島市議会に
は1人会派を含めて12の会派があり、私が所属
する「自由民主党・市民クラブ」は14人で最大会
派となっています。

議会における「会派」とは？

市立中学校の給食の提供方式の一つで、民間事
業者の調理場で作ったものを、ランチボックスで
提供します。家庭から持参する弁当と選べるため、
「選択制」となっています。このほか、自校調理方
式、給食センター方式があります。

選択制デリバリー方式とは？

安佐南区中筋3丁目から東区温品1丁目を結ぶ
全長8.0キロの幹線道路です。1工区（1,280メー
トル）は中筋3丁目から安佐北区口田南1丁目、
6工区（790メートル）が東区中山東3丁目から
同区温品1丁目の計画です。
その間の多くは、トンネルとなる予定です。

「中筋温品線」はどこを通る
計画ですか？

2019年度に基本計画が策定され、20年度から設
計・建設が順次行われています。23年12月の完
成、24年2月の開業をそれぞれ予定しています。
エディオンが24年２月から10年間、総額10億円で
命名権を取得、「エディオンピースウイング広島」
と呼称されます。

サッカースタジアム建設の
予定を教えて！

持続的な食糧システム構築のため、環境負荷を
抑え、農林水産における調達、生産、加工・流通、
消費の取り組みと技術革新を推進する戦略です。
2050年までの目標を掲げ、農業では耕地面積に
占める有機栽培の割合を25％に上げたり、化学
肥料を30％減らしたりします。

「みどりの食糧システム戦略」を
教えて！

2階建てで、１階は防災などについて学べる研修
室を備え、２階には土石流のCGやパネルがみら
れる「展示エリア」を備えています。屋外には炊き
出し体験できる「かまどべんち」があります。
　開 館：午前10時～午後5時
　住 所：安佐南区八木3-24-23

「広島市豪雨災害伝承館」に
何があるの？

「
学
校
給
食
の
充
実
」

デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
解
消
、

そ
し
て
、市
民
の
食
環
境
充
実
を



中筋温品線（1工区）位置図

完成CG（左岸側下流より）

完成イメージ図（右岸側下流より）

梅林小学校の献花台

９月１日に開館した広島市豪雨災害伝承館

札幌市図書・情報館

エスコンフィールド

Ｊ
Ｒ
下
祇
園
駅
の
再
整
備
は
、東
・
西
新
駅
舎
や
自
由
通
路
の
工
事
が
進
行
中
で
す
。駅
舎
、

自
由
通
路
と
も
に
２
０
２
４
年
３
月
利
用
開
始
予
定
で
す
。今
年
度
、説
明
会
や
現
場
見
学

会
を
開
催
し
、多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。主
な
質
問
の
回
答
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ＪＲ下祇園駅
再整備

Ｑ＆Ａ
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都
市
計
画
道
路
「
中
筋
温
品
線
」　

2
0
2
8
年
度
め
ど
に
新
橋
架
橋

広
島
市
安
佐
南
区
中
筋
、東
野
と
安
佐
北

区
口
田
東
、東
区
温
品
を
結
ぶ
都
市
計
画

道
路（
Q
3
）「
中
筋
温
品
線
」（
全
長
8・0

キ
ロ
）は
現
在
、1
工
区（
1・２
８
キ
ロ
）が

安
佐
南
区
側
で
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

1
工
区
は
2
0
0
0
年
度
に
着
手
し
ま

し
た
。用
地
取
得
は
面
積
ベ
ー
ス
で
8
5

％
進
ん
で
お
り（
8
月
末
現
在
）、中
筋
、

東
野
側
は
太
田
川
堤
防
近
く
ま
で
伸
び

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、1
工
区
の
整
備
に
含
ま
れ
る

新
橋（
安
佐
南
区
東
野
3
丁
目
―
安
佐

北
区
口
田
南
1
丁
目
）の
概
要
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

新
橋
は
川
上
の
安
佐
大
橋
と
川
下
の
安

芸
大
橋
の
間
に
位
置
し
、片
側
1
車
線

（
幅
員
1
4
メ
ー
ト
ル
）で
両
側
に
歩
道

が
備
わ
り
ま
す
。２８
年
度
を
め
ど
に
新
橋

が
架
か
れ
ば
、安
佐
南
区
沼
田
方
面
と
の

ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
す
る
で
し
ょ
う
。

新
橋
整
備
に
伴
い
、太
田
川
堤
防
周
辺
で

大
規
模
工
事
が
想
定
さ
れ
ま
す
。地
元
や

通
行
さ
れ
る
皆
様
の
ご
理
解・ご
協
力
が

得
ら
れ
る
よ
う
、広
島
市
に
は
丁
寧
な
説

明
、細
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
要

請
し
て
い
ま
す
。

将
来
、中
筋
温
品
線
が
全
線
開
通
す
る
と
、

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
の
下
を
走
る「
広
島

新
交
通
1
号
線
」や
草
津
沼
田
線
な
ど
を

含
む「
環
状
型
道
路
」が
形
成
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、渋
滞
緩
和
な
ど
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

８・２
０
広
島
土
砂
災
害
か
ら
９
年

7
7
人
が
犠
牲
者
と
な
っ
た「
8
・
2
0 

広
島
土
砂
災
害
」は
、発
生
か
ら
9
年
と

な
り
ま
し
た
。甚
大
な
被
害
が
出
た
安
佐

南
、安
佐
北
区
で
は
、８
月
２０
日
、区
役
所

な
ど
に
献
花
台・献
灯
台
が
設
置
さ
れ
、追

悼
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

私
は
、安
佐
南
区
役
所
と
佐
東
出
張
所
、

梅
林
小
学
校
で
花
を
供
え
、追
悼
の
意
を

捧
げ
ま
し
た
。

復
興
途
上
の
災
害
現
場
を
歩
き
、被
害
の

大
き
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。イ
ン
フ
ラ
整

備
や「
防
災・減
災
」力
を
上
げ
る
こ
と
が

真
の
追
悼
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、今
後
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
Q
4
）「
広
島
市
豪
雨
災
害
伝
承
館
」

が
9
月
1
日
、広
島
市
安
佐
南
区
八
木
に

開
館
し
ま
し
た
。市
議
会
建
設
委
員
長
と

し
て
開
館
式
典
に
参
列
し
、防
災・減
災
へ

尽
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。同
館
は

災
害
の
教
訓
を
伝
え
る
こ
と
、市
民
の
防

災
・
減
災
の
意
識
醸
成
に
役
立
て
、災
害

に
強
い
街
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
期
待

さ
れ
ま
す
。

会
派「
自
民
党・市
民
ク
ラ
ブ
」北
海
道
視
察

８
月
２
３
〜
２
５
日

広
島
市
議
会
の（
Q
5
）最
大
会
派「
自
民

党・市
民
ク
ラ
ブ
」は
、8
月
23
日
か
ら
3

日
間
、北
海
道
の
札
幌
市
と
北
広
島
市
で

行
政
視
察
を
行
な
い
ま
し
た
。

主
な
テ
ー
マ
は
、「
町
内
会・自
治
会
」「
図

書
館
」で
す
。こ
れ
ら
は
、松
井一実
市
長
が

4
期
目
の
重
点
施
策
に
掲
げ
る「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
」と
、移
転
予
定
の
中

央
図
書
館
に
連
動
さ
せ
ま
し
た
。

◎
札
幌
市「
町
内
会・自
治
会
」活
性
化
３
策

札
幌
市
の「
町
内
会・自
治
会
」活
性
化
に

向
け
た
３
つ
の
施
策「
電
子
回
覧
板
」、「
町

内
会
さ
さ
え
あ
い
条
例
」（
２
０
２
３
年
４

月
施
行
）、「
町
内
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
」で
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

ま
ず
、「
電
子
回
覧
板
」は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ

ン
）や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、電
子
メ
ー
ル
等
の

既
存
S
N
S
を
活
用
し
、町
内
会・自
治
会

の
担
当
者
が
紙
の
回
覧
物
を
P
D
F
に
し

て
配
信
す
る
も
の
で
す
。次
に
、「
町
内
会
さ

さ
え
あ
い
条
例
」は
、行
政
の
責
務
、市
民
や

町
内
会・自
治
会
、事
業
者
の
役
割
を
明
確

に
し
、地
域
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
趣
旨
の

も
の
で
す
。町
内
会・自
治
会
の
活
性
化
策

に
予
算
処
置
す
る
こ
と
を
明
文
化
し
、一歩

踏
み
込
ん
だ
も
の
と
言
え
ま
す
。同
様
の
条

例
は
、政
令
市
で
は
横
浜
や
川
崎
、京
都
な

ど
も
制
定
し
て
い
ま
す
。最
後
に
、「
町
内

会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」は
、コ
ン
サ

ル
会
社
に
委
託
し
、町
内
会・自
治
会
に
関

す
る
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
で
す
。

◎「
札
幌
市
図
書・情
報
館
」

「
札
幌
市
図
書・情
報
館
」に
足
を
運
び
、限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
満
足
度
を
最
大
化
す

る
図
書
館
づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
。

思
わ
ず
本
を
手
に
取
り
た
く
な
る
個
性
的

な
書
棚
づ
く
り
を
す
る
に
は
、図
書
館
運

営
に
関
わ
る
人
々
の
意
識
の
変
化
が
必
要

で
す
。百
聞
は一
見
に
如
か
ず
で
、市
職
員

は
施
設
を
訪
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◎
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド「
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
」

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
本
拠
地「
エ
ス

コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
」を
中
核
と
し
た
、北
広

島
市
の「
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
」に
つ
い
て
、

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

に
本
拠
地
を
移
転
し
た
経
緯
や
北
広
島

市
の
戦
略
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

広
島
市
で
は
、サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
本

拠
地
と
な
る（
Q
6
）新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
が
2
0
2
4
年
春
に
開
業
し
ま
す
。

近
隣
の
旧
広
島
市
民
球
場
跡
地
な
ど
を
含

む一体
的
な
開
発
に
よ
り
、に
ぎ
わ
い
創
出

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
で
の
試
合
は
年
間
7
0
試
合
で
、試

合
が
な
い
日
の
来
場
者
の
確
保
が
テ
ー
マ

で
す
。同
様
に
、新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

も
試
合
の
な
い
日
の
取
り
組
み
が
、に
ぎ
わ

い
創
出
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。サ
ッ
カ
ー
は

プ
ロ
野
球
よ
り
試
合
数
が
少
な
い
た
め
、

日
頃
の
仕
掛
け
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
は
、競
技
は
異
な
り
ま

す
が
手
本
に
な
る
も
の
と
言
え
、ス
タ
ジ

ア
ム
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
を
持
続
的
に
創
出

す
る
た
め
、北
広
島
市
の
動
き
を
注
視
し
、

連
携
す
る
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

„
治
る“

Q3～Q6は

私は、政策の「５つの柱」を掲げています。市民生活の
向上に欠かせないと思う施策で、一定の成果を出す
ことを約束します。

５つの柱

□ 1. インフラ整備の推進
□ 2. 地域コミュニティ再生・活性化
□ 3. 防災・減災
□ 4. 子育て環境の整備
□ 5. 「カラーバリアフリー」の推進


